

















































































































































































































































を与えて、 「金曜日までに提出するよう 」などと指示することになる。それに対して彼らは金曜日に提出す が一般で、木曜日以前に提出することはほとんどなかっ という。そこで講師たちは、 「金曜日の前 ら木曜でも水曜でも、あるいはもっと早くてもいい」旨を付け加えるように配慮したのだという。
この逸話は、助詞「までに」の理解の難しさが関 して
いる、中国人研修生には「まで」と「までに」の違いが理解しにくかったのだ、とわたしは解釈した。彼らにとって「金曜日までに」は「金曜日に」と同義だったことになる。これは、 「まで」の無意味化にほかならない。萬葉歌 おいて、 「まで」と「までに」とに実質的 差がなく、やがて「に」が脱落していった過程と似ている、わたしは勝手にそう解釈した。
わたしは、廿代半ばから半世紀近く、高等学校と大学で










































が違った。こ 辞典 、 「まで【迄】 」とは別に「【迄に】 」も立項しているのである。記述は
1｟期限｠と
2
｟程度｠ 分かれており、
1は、
〔……を期限とする〕 「到」
dào ……（為止
w
éizhǐ ）；
〔……以前に〕在
zài ……以前
yǐ qián ．
などの記事と、例文が四点掲げてある。中国語にも、日本語の「までに」に相当する表現があったのである。
そこで、初めの二辞典に戻って検索すると、 「までに」
のかわりに「以前」を立項していた。これは名詞なので、助詞「‐まで」とは異なる扱いになったようである。
わたしは愛知大学現代中国学部の劉柏林教授を訪ねて教
示を仰いだ。劉氏は、わたしが出講した第二期、大平学校の事務室詰めの先生であった。劉氏による結論は、研修生が「までに」を誤解したの はなく、提出ぎりぎりまで内容を吟味した結果であろう、とのことであった。
かくて、わたしの予想は崩れ、糠喜びに終ったのである
が、劉氏の教示 おかげで恥を書かず 済んだ。以上、我が失敗談の顛末である。まで・までに
本稿と直接には関わらないことであるが、我が日常生活
の多くの時間は失せ物さがしに費やされている。前々節に書いたように、本稿の執筆を思いたった五月、 「○○までに
X、 」は既に耳にせず、あれはまさしく僻耳であったの
だと悟り、己れの老耄ぶりを情けなく思って欝々と過ごし
33
た。
七月初旬のこと、例のごとく探し物をして、机の引き出
しから取り出した私信のファイルに、名古屋大学名誉教授の田島毓
いく
堂どう
氏のものがあり、一枚めの朱引き箇所が目につ
いた。昨年十月卅日づけのも であった。一読して三字の続きに朱を入れたのに、そのことを忘れさっていたのである。田島氏 諒解を得て、朱引きを傍線にかえて引く。
最近私が気になっていますのは、天気予報等で「波の高さは午後二時までに
3メートル」などという「まで
に
」です。 「まで」ではないのですが、その後どうな
るのかが気になってしまいます。初め うちは、言い間違いかと思っていましたが、そうでもないようです。
田島氏は名古屋市にお住まいだから、岐阜市に住むわた
しと同じ名古屋放送局の天気予報等を指すと考えていいわた の聞いた「までに」は僻耳ではなかったのだ。しかも、田島氏はわたしより数ヶ月早く気づいたことになる貴重な証言が得られたわけである。
気象用語には一般の日本語とは少し異なることがある旨
を書いたことがある
（ 「気象の日本語
―
言語時評・九
―」 （ 『成
城文藝』
193　
2005.12　
拙著『かなしき日本語』に再録）
。だが、
今回の「までに」はそれとも違う。
この夏、超大型の台風十号の影響で混乱した交通網は、
帰省先や旅行先から戻る人たちを大いに困惑させた。それについて、八月十六日金曜日の正午、東京からのラジオのニュースで、 「混雑は今週いっぱいまで続くでしょう」と報ぜられた。わたしの語感では、ここの「まで」は要らない。

（
2019.9.20 ）
